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小笠原諸島海域で採集したアカイカとトビイカに
関する漁業生物学的知見
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アカイカChZZI7asrreP6es6artra〃（地方名：ムラサ

キイカ，バカイカ）は赤道海域を除く世界の温・熱帯

外洋域に分布しＬ２)，「さきいか」の原料やロールイ

カ等の加工品として広く利用されている。また，トビ

イカSt6e"otez/坊isoUaZa"jEWSisは太平洋とインド

洋の温・熱帯海域に広く分布し''2)，台湾・沖縄では

漁業対象種となっている。しかし，これまで，小笠原

海域ではいずれの種に対してもイカ漁業が行われてい

なかったため，これらの２種に関する漁業生物学的知

見も得られなかった｡今ｌｐ１,東京都小笠原水産センター

所属の漁業調査指導船「興洋」（４６ｔ）（以下「興洋｣）

によるソデイカ乃J,Sa"oteZ′肋.ｓｍｏ"76[ﾉｓの資源開発

調査3)時に多くのアカイカ，トビイカが混獲された

ことから，小笠原海域におけるこれら２種の漁業資源

としての開発を目的に調査を行ったので報告する。

1996年１２月の３ヶ年で，延べ８回行った。

測定に供したアカイカは，１９９４年１月－２０００年３月

の７ヶ年に釣獲された全901個体で，外套長または外套

長と体重を測定し，このうち７６４個体については開腹し

て，雌雄判別を行った。また，このうちの596個体につ

いて生殖器官の測定を行った｡なお，雌の生殖器官につ

いては卵巣，輸卵管（輸卵管腺含む)，包卵腺を，雄の

生殖器官については，精巣，ニーダム氏襄塊（輸精管，

貯精嚢，精芙襄）について重量測定を行った。

トビイカ調査標本は1994年１１月－１９９６年１２月ま

での３ケ年間に釣獲された１２５個体で，外套長と体重

を測定後，このうちの５４個体について開腹し，雌雄

判別を行った。また，雌の生殖器官については，２７

個体について卵巣重量を,10,11月の１１個体について，

卵巣,輸卵管（輸卵管腺含む）包卵腺の測定を行った。

雄の生殖器官については，精巣の重量測定を行った．

アカイカとトビイカ両種についての生殖腺成熟度指

数を下式で算出した。

材料と方法

アカイカ調査標本は，安藤ら3)が小笠原海域で「興

洋」により行ったソデイカ調査時に混獲されたもの

を用いた。採集は，同調査で用いたソデイカ立縄調査

用漁具での釣獲により行った。調査は１９９３年１２月-

2000年３月までの８ヶ年に各年とも８，９月の２ケ月

をのぞき，聟島列島から母島列島に至る海域および硫

黄島周辺海域で延べ132回行い，ＣＰＵＥ（１日１隻当た

りの釣獲個体数)を算出した。釣獲調査時にはＳＴＤ(ア

レック電子社製ＡＳＴ-1000）を使用し，水深０－６００ｍ

層の水温と塩分の観測を行った。

トビイカ調査標本は上記のソデイカ調査で混獲さ

れたものと，アカイカ用のイカ鈎を用いて手釣りによ

り釣獲したものを用いた。調査期間は1994年１１月一

雄：（精巣重量十ニーダム氏襄塊重量）／体重×１００

雌：（卵巣重量十輸卵管重量）／体重×１００

また，卵巣重量と輸卵管重量の関係から産Ｊ|]疲弊度

を下式で算出した。

産卵疲弊度＝輸卵管重量／卵巣重量

雌の口器周辺の交接痕の保有の有無から，交接率を

下式で求めた。

交接率＝交接痕保有数／測定個体数×1００

*東京海洋大学〒108-8477束京都港区港南４丁目５番７号



結果 ８

１アカイカ

釣獲位置釣獲位置の分布をみると，アカイカは聟

島から母島列島線の東側海域で多く釣獲され，ＣＰＵＥは

東側が５．３７個体／日,西側が３．９５個体／'三1であった(図

1)。釣獲調査に基づくＣＰＵＥの月別変化では，最も高い

値を示したのは1997年２月の１６個体／日で，ＣＰＵＥは

１－４月に高い値を示した（図２)。

漁場環境アカイカ来遊初期の１０，１１月における釣

獲時の漁場の水温は海面が２４．０－２８．０，水深400-

500ｍ層で９．８－１４．７℃，塩分は３４．２６－３４．７０ＰＳＵで

あった。来遊盛期の１，２月における釣獲時の漁場の

水i品は海面が１９．７－２２．５，水深４００－５００ｍ居で１０．２

－１５．８℃,塩分は３４．２５－３４７１PSUであった(図３，４)。

来遊初期の１０，１１月の海面－１００ｍ層水温は，高水温

の傾向がみられた。

性比開腹調査の結果，雄は７３個体，雌は６９１個体

で,`性比（３／早）は０．１１と圧倒的に雌の比率が高かっ

た．月別にみると，雄の漁獲割合が１０％を越えたのは

10,11月と２月の３ケ月であった（図５)。

体重組成雄の体重範囲は７５０－２，６００（平均

1,434.8±446.9）ｇで，モードが１，１００９台にみられ

た。雌の体重範囲は１，２３０－８，１００（平均3,299.0±

１０１０．６）ｇで，モードが２，３００９台と４，３００９台にみられ

た。雌の分散は大きく，雌と雄では体重組成に大きな
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図１アカイカの釣獲調査位BllCPUE
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図２アカイカＣＰＵＥの月別変化
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図４アカイカ釣獲時の漁場塩分濃度（PSU）
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違いが認められた。

外套長組成雄の外套長範囲は３０．９－３７．８（平均

３４５±１．９５）ｃｍで，平均外套長，釣獲個体数とも１０

月が最も高かった《，雄の月別平均値は年間を通して

３１－３５ｃｍ台と，大きな変化はなかった（図６)。一方，

雌の外套長範囲は３８０－６０．０（平均４７．６士４６４）

cｍであった。

１１－３月の雌の外套長組成は，多峰分布型を示し

ていたため，体長頻度分布データからの世代解析プ

ログラム4)を用いて多峰型の分離を行った。この結

果，１１－３月の６ケ月とも２峰に分離できた。雌の

外套長が５０ｃｍを越える大型個体は１０，１１月に多く漁
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図５アカイカの月月|}性比
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獲される傾向がみられ，平均外套長も１０－１２月には

50ｃｍを越えていた。これに対して，１－６月の平均外

套長は４０ｃｍ台であった。月別の平均外套長は１０－４

月の間減少を続け，５月にはやや噌加したが，６月に

は再び減少した（図７)。

体重-外套長関係雄と雌では明らかに大きさに違

いがみられた。雌雄別のアロメトリー式（外套長L

cm，体重Ｗ：ｋg）は下記のように示された（図８)。

５Ｌ８８)ｃm,体重範囲は１，９２０－８，１００（平均4,265.4)９，

春期来遊群の外套長範囲は３８．０－５８．６（平均45.71）

ｃm,体重範囲は１，２３０－５，６６５（平均2,889.0）ｇであっ

た。

成熟の過程を明らかにするために，秋季および春

期来遊群のおのおのについて，卵巣重量と輸卵管重量

との関係をみると，両群の相関係数は，秋期来遊群が

0.43,春期来遊群が０．４０といずれも低い値を示した(図

12,13)。産卵疲弊度をみると，秋期来遊群で２０％，

春期来遊群で１１％の個体で輸卵管重量が卵巣重量を上

回っていた。

雌の生殖腺成熟度指数と外套長との関係をみると，

秋期・春期来遊群とも各個体間の生殖腺成熟度指数の

値は分散が大きく，様々な熱度の個体が混ざっていた。

卵巣重量と輸卵管重量の値についても両者に相関関

係は認められなかった。生殖腺成熟度指数と輸卵管重

量の間には比較的高い相関関係が認められ（r=0.69)，

輸卵管重量が３９０９以上あった２個体は外套長５５ｃｍ以

上，体重５，０００９以上の大型の個体であった（図１４)。

雌の外套長と生殖器官重量（卵巣重量十輸卵管＋輸

卵管腺）の関係は，外套長と卵巣重量（r=0.58)，同じ

く包卵腺重量（r=0.51)，輸卵管重量（r=0.33)，生殖

腺成熟度指数（r=0.09）との間にはいずれも相関関係

が認められなかった（図１５)。卵巣重量と輸卵管重量

を合わせた生殖器官重量との関係（r=0.50）において

も，分散が大きく相関関係は認められなかった。月別

に各生殖器官重量の変化をみると，卵巣重量，包卵腺

雄：Ｗ=0.190．Ｌｚ４８（r=0.78,Ｎ=71）

雌：Ｗ=0.076．Ｌ２７５（r=0.92,Ｎ=689）

成熟雄の外套長と生殖腺重量（精巣重量＋ニーダ

ム嚢重量）との間に強い相関関係は認められなかった

（ｒ＝0.48）（図９)。精巣重量とニーダム氏襄塊重量と

の関係においても相関係数はさらに小さい値を示した

(r=0.24）（図１０)。生殖腺重量が最大の船|体は，１９９６

年１月２４日に漁獲された外套長３７．８cm，体重１，５６０９

の個体であった．全個体を通じて生殖腺成熟度指数は

2．１２－９．１６（平均５．８２）で，月別平均値に大きな変

化は認められなかった（図11)。また，雄は全個体が

精芙を有していた。

一方，開腹した雌５２５個体のうち，世代解析プログ

ラムにより分離された１０－１２月に来遊する大型主体

群（以下，秋期来遊群）は１４９個体，１－６月に来遊

する小型主体群（以下,春期来遊群）は３７６個体であっ

た。秋期来遊群の外套長範囲は４０．０－５９．２（平均
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重量，輸卵管重量とも最大値は１０月から２月にかけ

て減少し，各平均重量も減少していた。一方，生殖腺

成熟度指数の月別変化では１０月から２月にかけて平

均値は６．３から５．９と減少するものの，３，５月に８２，

７．７と高い値を示した（図16)。また，外套長５０ｃｍ

以上の秋期来遊群においても，輸卵管重量が１００９以

下から４００９を越えるものまであり，分散が大きかっ

た。一方，秋期来遊群の各生殖器官の重量は，卵巣重

量範囲１５－３０２（平均162.7）９，包卵腺重量範囲３

－２６２．２（同１００．１）９，輸卵管重量範囲が２．３－５６４

(同１０８４）ｇであったのに対して，春期来遊群では卵

巣重量範囲８－２４４（平均126.2）９，包卵腺重量範囲

が９－１８３．９（同７４９）９，輸卵管重量範囲が０４－

２９１．９（同６９．７）ｇといずれも前者の方が大きかった。

交接率は９５．１％で調査した大半の個体が交接痕

保有個体であった。また，交接痕非保有個体のうち

82％は３，４月に18％は１２月に採集された。交接痕

非保有個体の外套長範囲４０－５４．２（平均43.45）ｃｍ

で最大の個体は１２月に，最小の個体は３月に採集さ

れた。
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雌：Ｗ=0.069．L2BTo（r=0.99,Ｎ=38）２トピイカ

釣獲調査1994年１１月から1996年１２月までの３ケ

年間に採集されたトビイカは，雄は１７個体，雌は３８

個体，雌雄不明なものが７０個体で，９－１２月の４ヶ

月間にのみ採集された。

体重組成雌雄別の体重組成は，雄の体重範囲は

１２０．７－１，４９６０（平均３７４２１）９，雌では106.5-

1,160.0（同５３５９６）ｇで雌の方が大きかった（図

17)。

外套長組成雌雄別の外套長組成は，雄の外套長範

囲は13.4-36.7(平均18.94)cm,雌は13.8-30.3(|司

21.51）ｃｍであった（図18)。

体重一外套長関係雌雄別の外套長と体重の関係

を図１９に示した。1997年１２月に採集された外套長

31ｃｍを越える大型の２個体はいずれも雄であった。

雌雄別の体重と外套長の関係は下式で表された（図

19)。

月別の外套長組成をみると，９月に平均外套長が

15.4ｃｍだったものが１０月には２２．６ｃｍ，１１月には

29.8cｍ（ｌ個体のみ)，１２月には３４６ｃｍと，月毎にサ

イズが大きくなった。

成熟雄の月別の精巣重量範囲は９，１０月が０．４－

４．０（平均２．２８）ｇであるのに対して，１２月は３２１

－３２．７（平均３２．４）ｇと増重していた（図２０)。外套

長と精巣重量の関係をみると，外套長が３１ｃｍ以上の

個体では精巣重量が急激に増加した（図２１)。

雌の外套長と卵巣重量の関係では，２０ｃｍ以上の個

体で卵巣重量に違いがみられた（図２２)。卵巣重量

が１０９以上のものは1997年１０月に採集されたもの

で，１９９８年１０月の個体では６９以下のものが多かっ

た。１０，１１月の卵巣重量と輸卵管重量の関係をみると，

卵巣重量が１６９以上で輸卵管重量も増加しており，両

者の問には高い相関関係が認められた（r=0.85)。雌

雄比は０４５で雌の害Ｉ合が多かった（図２３)。雄：Ｗ=0.165．L255’（r=０９９，Ｎ=17）
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分離できた。

村田・中村5)によれば，北太平洋のアカイカは，

冬から春に産卵・ふ化する「春生まれ群」と夏から秋

に産卵･ふ化する「秋生まれ群」の２群から構成され，

前者は６－８月に外套長１５－３０ｃｍにモードを持つ群，

後者は同時期に外套長３５－４５ｃｍにモードを持つ群と

考えられている。一方，中村6)は1986,1987両年の

４，５月に，小笠原海域の，北緯２７．３０′と２８．３０′

の東経１４０３線付近と北緯２８．３０′，東経１４５．付近の

３地点における流し刺網操業で外套長４０－４６ｃｍの雌

のアカイカを漁獲している。

今回の調査では，４，５月に釣獲された雌のアカイ

カの外套長範囲は３８－５２ｃｍであり，これが，村田・

中村5)のいう「春生まれ群」に相当するとすれば４，

５月に採集されたものは，満１歳を経過した個体と考

えるのが妥当と思われる。また，今回の調査では，外

套長範囲が４０－６０ｃｍと上記の「春生まれ群」より

平均外套長で５－９ｃｍ大型のアカイカが１０－１１月を

中心に漁獲された。このうち１０月に漁獲された個体

の外套長範囲は４６－５９ｃｍであり，平衡石の輪紋数か

ら得られた日間成長率（１．２－２．５mm／日）７）を用い

て計算すると，これらは６－８月に外套長組成３５－

４５ｃｍにモードを持つ「秋生まれ群」５)が，成長したも

のと考えられた。また，「秋生まれ群」の主たる来遊

時期の１０－１１月における１００ｍ以浅の水温は18.7-

28.0℃と高水温であった。人工受精卵による発生適水

温8)をみると１５－２４℃の範囲では高水温ほどふ化ま

での時間は短いことから，小笠原周辺の大型個体が主

体の「秋生まれ群」は，秋の比較的高水温期の同海域

に産卵回遊するものと考えられた。

これまでの知見5)によれば，小笠原海域には「春

生まれ群」は来遊するものの，「秋生まれ群」の産卵

場や回遊海域とはされていない。しかし，１９９７年２

月２２Ｌ|に小笠原海域において，「興洋」の夜間タモ抄

い調査により５個体のアカイカが採集されている（安

藤，未発表)。これらの外套長範囲は１３．８－１５．２（平

均１４．３）ｃｍで，日間成長率7）（Ｌ２－２．５mm／日）か

ら計算すると，９－１２月の間にふ化したものと考え

られた。これらの結果から，小笠原海域で１０－１２月

に漁獲される秋期来遊群は，村田・中村5)のいう「秋

生まれ群」の満１歳経過個体と推測される。これらの

事実からアカイカの「秋生まれ群」は従来言われてい

た分布域よりもさらに西方の小笠原周辺にも生息して

3５

。
。

３
２
２
１
１

０
５
０
５
０

精
巣
重
量
（
９
）

ＯＯ
ｏｇＪ６。｡。
．Ｃ

○
０

０

1０１５２０２５３０３５４０

外套長（c､）

図２１トビイカ雄の外套長と精巣重量の関係

０
８
６
４
ソ
埠
０
８
６

２
１
１
１
１
１

０

。Ｃ
Ｏ卵
巣
重
量
（
９
）

○

。

ｏ

ｏ

Ｏ
ｏ

ｏ
ｏ
ｍ
ｏｏ

卿挑ふみ
０

０ノ

どひ

０

10 ２０２５

外套長（c､）

1５ 3０ 3５

図２２トピイカ雌の外套長と卵巣重量の関係

〈
Ｕ
。
。
６
４
の
凸
、
）
８
伏
Ｕ
４
。
２
０

ｍ
△
句
上
１
上
１
句
上
勺
上

卵
巣
重
量
（
９
）

０５ 1０１５２０２５３０

輪９６管重量（９）

図２３トピイカ雌の卵巣重量と輸卵管重量の関係

考察

アカイカの来遊時期今回の調査で採集されたアカ

イカの雌では，１０－１２月に来遊し平均外套長が５０ｃｍ

を越える大型群と，１－６月に来遊し平均外套長が

40ｃｍ台の小型群が認められた。また，外套長組成の

多峰型分離によっても１１－３月の採集個体は２群に
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個体は、1994年１月２１日に漁獲されたもので外套長

41.5ｃｍ、体重23009、卵巣重量６１９で卵巣は白色を呈

していた。「春生まれ群」は日本近海から北米西岸沖

に至る２１－３５．Ｎの亜熱帯水域で産卵・ふ化すると

考えられ，春一初夏に亜熱帯域を北上し，南下回遊は

成熟の進む時期，すなわち雄では１０－１１月，雌では

１１－１２月に始まると考えられている5)。北緯２７･

東経142。付近に位置する小笠原は「春生まれ群」の

産卵場範囲の南西に位置している。小笠原海域に来遊

する秋生まれ群では，漁獲の始まる１０月には生殖腺

成熟度指数は２．０８－１４．０６（平均６．２０）と高い状態

にあり，また，冬一春生まれ群では３月には生殖腺成

熟度指数は３．８９－１４．３７（同８１２）と十分に高い値

を示すものが存在している。また，秋・春来遊群内に

おいて産卵疲弊個体がそれぞれ２０％，１１％みられた

ことから，両群とも小笠原海域で産卵していると考え

られた。森10)による産卵海域（冬期３３．２９′Ｎ以南）

における`性比は０．８４（１２－１月），１．６（９月）と本

調査とは大きく異なっていた。一方，小笠原海域に

おける漁獲対象群は，イ性比が0.11と雌の害'１合が高く，

上述のように生殖腺成熟度指数も高い値を示すことか

ら産卵来遊群が主対象となっている可能性がある。

アカイカの漁場環境今回，小笠原周辺海域のアカ

イカは列島線の東側で多く漁獲された。斉藤'2)によ

るアカイカ幼生の分布調査では，東経１４５.線の北緯

２８．－２６．３０′の東方ないし南東海域での採集個体が

多かった。このことから，今回調査した小笠原海域よ

りもさらに東方海域にも漁獲対象となるアカイカの生

息が考えられる。小笠原海域では漁獲されたアカイカ

を餌料としてマグロ，カジキ類の漁獲を行っており，

アカイカはメカジキノ|/ＺＰｍａｓｇＩａｈＵｓやメバチ乃リノ７－

〃USo6esUs等により捕食されている。また，ソデイ

カもアカイカと同じ海域で多獲されており，この海域

が小笠原周辺の外洋性イカ類の生息に適した環境があ

るものと思われ，今後の調査が待たれる。そして，小

笠原海域でのアカイカ漁場は島の近くに形成されるこ

とから，価格的な条件が合えば十分に漁業として成立

するものと考えられる。

トビイカの生態トビイカは分布域,発光器の有無，

体の大きさ等から５つの型に分けられると考えられて

いるが'3''4)，今回の小笠原海域の調査で得られたト

ビイカは，外套長の大きさ等から，外套背面に小半Ｉ状

の発光器を有する中型群と考えられた。月別の外套長

いることが判明した。したがって，小笠原海域には，

産卵･ふ化時期の異なる「春生まれ群｣，「秋生まれ群」

の２群の雌が来遊しているものと考えられた。

黒潮前線以南の反流域では，雌よりも成熟期の早い

雄が先に来遊し，遅れて雌が南下する。このため当初

低い雌の比率はしだいに高くなり，,性比は逆転すると

考えられている6)。中村6)による1987年の４，５月の

調査では，雌雄の漁獲個体数は，雄の方が多く，調査

地点の大部分で７０％以上を占めていたが，今回の「興

洋｣による１９９４－２０００年における４，５月の調査では，

雌の比率が９８％と圧倒的に高くなっていた。これは，

｢興洋」ではソデイカ用の立縄漁具を用いて漁獲して

いるため，最大外套長が３７．８（平均３４．５）ｃｍの小型

個体が主体の雄は，最小外套長が３８．０（平均４７．６）

cｍの大型個体が主体の雌に比べて大型の鉤にかかり

づらく，漁具による選択`性が影響した可能性が考えら

れる。

アカイカの成熟雄の成熟については，外套長と

生殖器官の発達の関係，月別生殖器官の発達，精巣と

ニーダム氏襄塊重量の関係について検討を行ったが季

節変化に乏しく，明確な成熟期を判定することができ

なかった。しかし，雄は雌に比べて小型で成熟し，雄

,性先熟すると考えられることや9)，雌の交接痕保有率

が高かったことから，小笠原海域に来遊する雄のアカ

イカも＋分に成熟状態にあると考えられる。森'0)に

よる伊豆・小笠原海域，谷津らｕ)の北太平洋海域に

おける調査では，成熟雄の外套長は２８－４０ｃｍで採集

月による外套長の変化は認められておらず，本調査の

雄においても同様な結果が得られた。

雌では，外套長４０－５０ｃｍの冬一春生まれ群（冬

一春期来遊群）と５０－６０ｃｍの秋生まれ群（秋期来遊

群）の２群とも，生殖腺成熟度指数が１０以上を示す

個体が認められた。１月に漁獲される個体の外套長組

成は２峰に分離されたが，2111条の曲線が交差する４７ｃｍ

付近を境に分けて検討すると，外套長が４７ｃｍ未満の

個体の生殖腺成熟度指数は０．７２－１０．４３(平均４．２１)，

４７ｃｍ以上の個体では1．７４－１０．３１（同６．７１）と成熟

の進んだ秋生まれ群と成熟途上にある冬一春生まれ

群とが混在しているものと思われた。今回の調査で

釣獲したアカイカの卵巣と輸卵管を肉眼で観察した結

果では，調査期間を通して大半の個体が飴色の卵で満

たされており，測定のため取り出すと卵巣膜が破れて

卵が流れ出るような状態であった。未成熟と思われた
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組成から小笠原海域に生息するトビイカは９－１２月

にかけて成長段階にあるものと考えられた。成熟状態

は，雄では１２月に採集された２個体で精巣重量が大

きく増加し，成熟段階が進んだものと考えられた。雌

では外套長が２０－２５ｃｍで卵巣重量が最大値を示し，

外套長２５ｃｍ以上では卵巣重量が減少傾向を示すこと

から，熟卵が卵巣から輸卵管へ排卵しているものと,思

われた。また,卵巣重量と輸卵管重量の関係をみると，

両者には相関関係がみられ，輸卵管重量の減少が認め

られないことから，産卵には至っていないものと推察

された。

トピイカは南西日本太平洋側を含むインド・太平洋

の熱帯域の表層に分布しているＬ２)が，今|厄|の調査は，

トピイカのみを対象に表層域で行ったものではなかっ

た。このため，釣獲個体数も少なく，今後小笠原海域

のトビイカ資源についてはさらに詳細な調査が必要で

ある。
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